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関西の地元企業と共に事業者のアイデンティティ
に根ざしたデザイン経営で実績をあげてきた
SAS I。
苦しい時も経営者に伴走するスタイルで、変わ
らない価値観であるアイデンティティから発露
する未来をデザイン経営で実現するプログラム。

関西の中小企業 � 社に対して、デザイン経営のセッ
ションやデザインワークを実施。
また目指したいデザイン経営の概要やアート思考な
どを学び、実践的かつ持続的なデザイン経営の基礎
を行う。� 社がデザイン経営の実践によって、変わ
りゆく様を示し、結果を出すことで「魂（アイデン
ティティ）から発露するデザイン経営」を関西に浸
透させるための事業。

主 催 企 画 / 運 営 協 力



目指すデザイン経営とは、ビジョンを達成するための経営戦略（経営の
デザイン）から、事業自体の戦術（広義のデザイン）、そこから商品やサー
ビスの形（狭義のデザイン）までを一貫した美しい経営だと考えています。
そのためには、芯をブラさないための事業者自身から湧き出てくるブレ
ない価値観としてのアイデンティティという価値の「モノサシ」を持つ
必要があると考えています。

事業は打つ手全てがうまくいくというものではありません。正確に
表現すると、打ち手の十中八九はうまくいかないということが多い
のが実際です。
私たちが目指すデザイン経営は、芯をブラさずにビジョンに向かう
ために、アイデンティティという変わらない価値観としてのモノサ
シを探し、そのアイデンティティからなる想いを伝えるためにもの
や色、強いては戦略までを見える形に表すためにデザインを活用す
ることが必要だと考えています。
変わらない価値観であるアイデンティティが事業者の中で理解でき
ているからこそ、事業がうまく進まない時にでも立ち戻り「何のた
めに事業を行うのか？」「向かう先はどこなのか？」と自問自答し
ながら前に進むことが出来ます。

このアイデンティティは急に現れてきた価値観なわけではなく、事
業者がこれまで触れてきたさまざまな出来事や価値観、人々からの
影響から養ってきた自分自身の価値観です。事業者の根っこをしっ
かりと理解をし、その価値観を伝えるためにデザイナーは良き聴き
手となり、その想いをよりたくさんの方に伝えていくことこそがデ
ザイン経営の肝であると考えます。
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ビジョンによる事業展開



月�� 月�� 月�� 月� 月� 月�

イントロダクション

アイデンティティ抽出
ビジョン想像

オリエンテーション

全 �回

コンセプト /ビジネス
スキームのセッション

中間発表

広報WS

中期経営計画 /
ビジネスのセッション

デザインのセッション

集中的にアイデンティティ、ビジョンを考える

アート思考、デザイン経営を俯瞰して考える
効果的なプレスリリースの方法を学ぶ

コンセプトのブレスト
を行う コンセプトの方向

づけを行う
コンセプトの
最終決定

事業の裏付け
数値目標

見学にて強みから
コンセプト洗い出し

コンセプトに基づく
デザイン案

デザイン最終案
確認

成果発表

全 �回 全 �回

全 �回
全 �回

御社見学

全 �回
デザイナーは適宜個別セッション デザイナーは適宜個別セッション

事業者

事業の課題から
新しいコンセプト
を発表する

向かうべきビジョン、事業者の
価値観の根っこを確認する

アイデンティティヒアリング

ヒアリング � 回目

事業者概要

事業の概要や課題、事業者の気持ちを探る

全工程の中でもっとも慎重に耳を傾け、事業者の向かう先（ビ
ジョン）がどこからくるのか？という根っこであるアイデン
ティティを対面でしっかりと確認するフェーズ。
アドバイスをするのではなく、傾聴することに全力をそそぎ
事業者も気づいていない想いを引き出すことが目的。

課題 :ＰＢ商品が多いが、歴史や
ストーリー等の情報発信不足。

濱田朝康さん
現在、梅の栽培～加工・販売まで行う
会社の経営に携わる。いずれ家業を継
ぐ為に微生物学を学ぶ。その後沖縄の
スーパーマーケットにて経営企画部で
� 年務める。�� 歳で父親から声がか
かり、家業に戻るが、昔から変わらな
い梅干し業界を新しい視点で発信した
い気持ちに駆られる。また田舎具合を
逆手にとり発信したいと思いながらも、
理解者も少なく、前に進めずにいた。

課題 : 自社の価値創出とブランド
展開

陣内潤希さん
かつてはメガバンクに勤め、中小企業
支援を行うも疑問が生まれた。そこで
中小企業 M&A のコンサルティング会
社に転職するものの、様々な経営者に
触れていく中で自分自身が現在のトー
ヨーメタルを第三者承継をし、経営者
となる。非鉄金属の安定性が魅力で
あったものの、実際に働いていく中
で、もっと会社としての誇りを高めた
いと考えるようになる。

株式会社濱田
和歌山県田辺市
梅干、梅酒、梅加工品の生産、加工、
販売。

株式会社トーヨーメタル
大阪府堺市
銅やアルミなど非鉄金属のロウ付け、
溶接加工請負。

ハードロック工業株式会社
大阪府東大阪市
緩まないねじ「ハードロックナット」
の製造販売。

アイデンティティヒアリング

参加企業一部の方々の会社概要

梅干しを面白いと思えなかった

課題 : コーポレートメッセージの
発信不足。

若林雅彦さん
「緩まないネジ」をお父様である現会
長が開発し、その世界一のネジを世界
中に販売するために奔走している。か
つては単なる町工場と思っていた家業
が、叔父さんや世界的教授から「世界
を変える世界一のネジ」であることを
教わる。緩み止め性能は世界一という
ことを理解していきながらも、会社の
内部はまだまだマネジメントが出来て
いないと悩みつづける。

世界一の製品を売るということどんどん経営の真ん中に立っていく



ヒアリング � 回目
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田舎からサブカルを創る

ヒアリング � 回目

向かいたい方向性と変わらない価値観

都会でやる面白さと田舎でやる面白さ
は同じではない。都会では都会の、
田舎では田舎の面白さがある。都会の
真似を田舎でしてもおもしろくない。
田舎ならではのアレンジ視点がなけれ
ば面白くはならない。故郷である石神
は、梅に囲まれる超過疎地域。石神の
日常は都会での非日常。これを逆手に
取りたい。
地域でも会社でも遠慮や気遣いはいら
ない。真剣に議論することがお互いを
高め合う仕事につながると考えてい
る。

アイデンティティ、ビジョンを見出し、各社が
抱える経営課題について、どのようなアプロー
チで解決するのかをデザイン視点で探る。

事業者の想いの深層に向かい合う

田舎を面白がり、真剣にぶつかり合いたい

合理化だけでなく、経営を自分ごと化
し、さらに価値を高めていくために自
身の好きなことをリソースを使用して
事業化することに。事業者自身が関心
があることを確認していくと、体を鍛
えることが日常であった。
しかしそれだけではなく、深掘りする
と「かっこよく歳を重ねたい」「いつ
までもチャレンジしたい」という気持
ちが。あまり好きなものがないと思い
ながらも、自分自身のライフスタイル
を振り返ることで、そこに潜む「かっ
こいい大人」をつくることに気づく。

カッコよく歳を重ねたいから今チャレンジ

今の梅業界はまだまだ面白くない。今ま
での梅産業の文化を勉強し、新しい文化
を発信できれば必ず面白くできるはず。
温故知新。梅干だけでなく梅酒などのリ
キュールもどんどんと開発・発信してい
くことで新たなカルチャー・コンテンツ
が作られるはずである。梅だけを発信す
るのではなく取り巻くカルチャーを発信
することが大切。梅は日本を代表する果
樹。培ってきた文化、またそれに携わる
人達は尊く、これからも残していかなけ
ればならない。

新しい梅のカルチャーを田舎から

知の探索→毎朝会議をしながら新商品
を開発し続けている（世界にはないも
のを）
知の深化→現在の商売を効率化をすす
める（品質、原価、納期などの改善）
この両方があるからハードロック工業
であると考える。まだこの商品の良さ
に市場が気づいていないからこその苦
労もある。市場自体を作らないといけ
ない。市場を変えていき、市場を作り
出す。ないものを産み出し、世のため
人のために尽くすことが大切であると
考える。

まさに両利きの経営を目指す

会長を迎え、創業の気持ちやあるべき
姿を伺う。ナットは世のため人のため
にある。事業は自分の利益のために
あってはならない。SUJ＝素直、受
け入れる、実行（判断して、受け入れ
る）という気持ちで向かい合うことが
大切であり、徳を積んでいくことと等
しい。ハードロック工業の創業の精神
は、「心豊かな創造性を磨き、無から
有を生み出し進展させる」ということ
に尽きる。

世のため人のための発明

どうしてトレーニングを行うように
なったかを振り返る。�� 代に仕事ば
かりで体も訛り、気持ちまでギスギス
してしまった原体験にたどり着く。こ
のままではダメだとトレーニングを
し、カッコいい大人になりたいと思
う。かっこいいとはどいういうことか
を再度考えると、いつまでも挑戦をし
続け、ステージを上がり続ける。しか
も見た目もいいと定義つけた。

見た目も心も「姿勢」をかっこよく

次回予告

事業の流れ

コンセプト /ビジネス　　スキームのセッション

現地見学

中間発表

アイデンティティ
デザイン経営
� つの入り口

諦めない心　SUJK
（素直、受け入れる、実行、感謝）
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中小工場をかっこよくする

ヒアリング時の様子


